
　
南
丹
市
議
会
議
員
の
定
数
は
、
現

在
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
く
上

限
数
の
26
人
（
う
ち
欠
員
１
人
）
。

　
こ
の
議
員
定
数
に
つ
い
て
、
６
月
定

例
会
で
改
正
案
が
議
員
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
賛
成
・
反
対
の
討
論
の
結
果
、
現

行
か
ら
４
人
削
減
し
、
次
回
選
挙
か
ら

議
員
定
員
を
22
人
と
す
る
条
例
案
が
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  

委
員
会
で
専
門
的
に
審
議

　
議
会
に
は
、
最
終
意
思
決
定
を
行
う

「
本
議
会
」
の
ほ
か
に
、
専
門
的
に
審

査
を
行
う
「
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
委
員
会
の
一
つ
に
、
議
会
や
議
員

の
活
性
化
に
関
す
る
調
査
を
行
う
「
議

会
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会
」
が
あ

り
、
昨
年
11
月
か
ら
９
回
に
わ
た
っ
て

慎
重
に
論
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
の

行
財
政
改
革
に
議
員
自
ら
率
先
し
て
寄

与
す
る
こ
と
や
、
市
の
一
体
感
の
醸
成

の
た
め
全
市
域
を
１
選
挙
区
と
す
る
こ

と
、
市
民
の
声
を
行
政
に
反
映
で
き
る

人
数
の
確
保
な
ど
に
重
点
を
置
き
、
ま

た
人
口
や
市
域
面
積
、
近
隣
市
町
の
状

況
な
ど
も
併
せ
て
総
合
的
に
22
人
が
適

切
で
あ
る
と
の
判
断
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
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賛
成
・
反
対
の
討
論
を
経
て

　
委
員
会
で
の
審
議
結
果
を
受
け
て
、

６
月
定
例
会
の
本
議
会
で
賛
否
両
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
「
議
員
数
の
削
減

は
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
を
細
く
す

る
」
と
い
う
反
対
意
見
、
「
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
議
会
だ
け
が
聖
域
で
あ

る
事
は
許
さ
れ
な
い
」
、
ま
た
「
市
全

域
的
視
野
に
立
ち
、
平
均
的
に
各
地
域

が
発
展
す
る
よ
う
行
政
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
は
議
員
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
」

と
い
う
賛
成
意
見
が
添
え
ら
れ
ま
し

た
。

　
本
議
会
最
終
日
の
６
月
24
日
、
表
決

の
結
果
、
「
原
案
可
決
」
の
結
論
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

次
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
適
用

　
現
議
員
の
任
期
は
来
年
の
２
月
18
日

ま
で
。
こ
の
任
期
満
了
日
ま
で
に
行
う

次
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
、
新
定

数
の
22
人
を
適
用
し
ま
す
。
ま
た
南
丹

市
発
足
時
に
は
旧
町
ご
と
に
選
挙
区
を

設
け
て
行
い
ま
し
た
が
、
次
回
か
ら
は

全
市
域
で
１
選
挙
区
と
な
り
ま
す
。

　
南
丹
市
民
３
５
，
０
０
０
人
を
代
表

す
る
22
人
の
市
議
会
議
員
。
選
ぶ
の
は

選
挙
権
の
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
大

切
な
一
票
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

９月から
可燃ごみ袋可燃ごみ袋 を

リニューアル！

議
員
定
数
26
人
↓
22
人
へ

　
船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
の
「
可
燃
ご

み
指
定
収
集
袋
」
が
、
袋
の
口
が
結
び

や
す
い
レ
ジ
袋
タ
イ
プ
（
マ
チ
付
き
）

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
小
さ
な
サ
イ
ズ
（
約

15
㍑
）
が
増
え
、
ご
み
の
量
に
応
じ
て

大
・
中
・
小
の
３
種
類
を
使
い
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
販
売
枚
数
は
20
枚
１
セ
ッ
ト
か
ら
買

い
求
め
や
す
い
10
枚
１
セ
ッ
ト
に
変

更
。
色
も
青
地
の
袋
に
紺
色
の
印
刷
に

な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
袋
は
９
月
か
ら
販
売
を
開
始

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
指
定
収

集
袋
も
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。

※これまでの袋も引き続き使用できます。

旧

新

大袋
（約45㍑） １，５３３円

大袋
（約45㍑） ７５６円

中袋
（約30㍑） ６３０円

小袋
（約15㍑） ３１５円

小袋
（約30㍑） １，２６０円

販売価格（税込）
20枚／１セット

平袋タイプ

※炭酸カルシウム
25％混入

特長

販売価格（税込）
10枚／１セット 特長

緑の印刷
（白地）

レジ袋タイプ
（マチ付き）

※再生原料
40％以上使用

紺の印刷
（青地）

「
技
」
、輝
く

　

こ
の
地
に
根
付
く

  

も
の
づ
く
り

人
を
い
ざ
な
い
、

  

学
び
、

 

そ
し
て 

未
来
へ

京都新光悦村  会場

南丹市立文化博物館  会場

南丹市国際交流会館  会場

京都伝統工芸大学校  会場

10/31（土）
◇村びらき記念式典
◇立地企業紹介展示

10/28（水）
◇伝統的工芸品月間国民会議
　全国大会記念式典

10/28（水）～11/１（日）
◇ＴＡＳＫ祭

10/28（水）～11/1（日）
◇京都感動創造ものづくりフェア

工芸作品展示販売■

　南丹味わいストリート■

　南丹掘り出しものマーケット■

　縁日コーナー■

　京都府中部文化芸術祭　　　　　　　
「よさこい踊り」フェスティバル■

　　みんなで灯す南丹灯りの祭典■

　　南丹市文化祭合同開会式■

　　昔ながらの紙芝居■

　　秋の夜なが 星空と灯りの朗読会■

源氏物語千年紀特別展示■

10/31（土）
■工芸職人作品展示会

■南丹ビートフェスティバル

■ふるさと味わい南丹の食

■南丹食の祭典コンテスト（～11/1）

10/31（土）

■南丹文化体験百貨店コーナー

11/1（日）

11/15（日）
10/17（土）～

　今年の秋はイベントが盛りだくさん！平成23年の「国民文化祭・京都2011」のプレイベントと
して、南丹市で「ものづくり」をテーマにした祭典を開催します。詳しい内容はお楽しみに！

『全国に発信！南丹市ものづくり力』

南
丹
も
の
づ
く
り
の
祭
典


